
6月のTLG 今月も ＣＯＶＩＤ-19

新型コロナの感染拡大が止まりません。欧米では終息を見越した経済再開が第2波感染となり,

感染者が増えてきました。日本でも非常事態宣言が解除された後、次第に街に人出が増えて、6月末

の時点では少しずつ感染者が増えてきました。下の表は3カ月前の世界の感染者数ですが南米や

新興国での増加が顕著です。検査体制などが整ってきたことで患者数の把握ができたのではないか

と推測できます。が、日本では相変わらず、症状がないと検査を受けられない状態なので公表される

数字がどこまで正確に実態を表しているのかは疑問です。でも明らかに他国より感染者数の割合が

少ないのは確かなようです。

残念ながら新型コロナウイルスは終息の兆しが見えません

3月末と6月末の世界感染者数の比較

3月末の時点では世界の感染者は.66万人でしたが、6月末には1000万人を超えました

致死率を見ると3月末は世界平均は1.6％でしたが、6月末は1.9%と上がっています。また、英国、スペイン、イタリア、

フランス、オランダなど欧州各国の致死率は10%以上と非常に高い数値になっています。一方上位30か国ランクで

は、3月末はアジア諸国は日中韓にマレーシアを加えた1か国でしたが、6月末は中国だけで感染者も約1700人の

増加のみです。このことからアジアと欧州では感染しやすい、しにくい、などの何か要素があるように思えます。



ルミナスが送ったフェイスシールドはグループ各社で使われています

ルミナス欧州の倉庫でも大活躍スタッフも安全確保ができて自慢夏場になると倉庫作業はマスク着用では息苦しくなり

ますので、フェイスシールドはとてもありがたい、と感謝

の言葉が届きました。幸いTAIKIUSA/ルミナスグループ

からは感染者は一人も出ていませんがこれからも十分、

感染防止に注意を払います。下の写真はTAIKIUSAの

事務所での着用風景ですが、黒いマスクがちょっと

迫力ありますね。

LMIプレスのスタッフもフェイスシールドで安心

陽気なルミナスメキシコメンバーは大喜び

TUIの倉庫スタッフもこれで安心して作業ができます

感染防止のために
グループ各社へ
フェイスシールドを
送りました



家庭菜園 今年の5月の連休は外出自粛令のもとどこにも行かずに家庭菜園に挑戦した人が多いそうです。

私も例にもれず、挑戦した一人ですが、思った以上に楽しい家庭菜園です。手はかかりますが収穫の喜びは

やはりひとしお。自分で作った野菜はなぜかスーパーのものよりおいしい気がして、ひいき目ですが。

茄子 成長が早く、

1月半で収穫でき

ました。オクラ、です。

朝方きれいな

花が咲きます。

万願寺 唐辛子

たくさん実るので

やりがいを感じます

日々の収穫量は少ないのですが

新鮮な朝採れ野菜です。

また料理も楽しいですね。

夏野菜は焼き野菜にしていただく

と白ワインに合います。

今度は 新鮮な魚つりに挑戦？？

我が家の屋上菜園です。

ささやかですが、しっかり

収穫できます。


